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研究成果の概要（和文）：本研究は、高大連携を通じた歴史教育刷新の取り組みの一環として、研究者志望だけ
でなく初中等教育の教員を目ざす学生、広く歴史学に関心を持つ市民・知識人に理解できるような、新しい歴史
学入門のモデル構築と入門書の作成を目ざした。世界の学界の動きや2014年に開始された文科省などでの教育改
革・入試改革の動き（日本史と世界史の統合が重要な課題となった）も踏まえながら、グローバルヒストリーと
地域史・一国史、ジェンダー史など多くの領域での史学史や理論のまとめ・解説を生み出したほか、歴史学入門
のモデル構築も果たし（現在試行中）、現在は時間切れで期間内に果たせなかった入門書の出版計画の具体化を
急いでいる。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of renovating history education through a collaboration 
between high schools and universities, this project aimed at creating a model of the introductory 
course of historical research and the publication of a textbook for this course. Such course and 
textbook must be designed as what is readable/ understandable, not only to future professional 
scholars, but also students who wish to be teachers of primary and secondary education, and citizens
 and educated people who might be interested in history as well. Keeping in pace with world academia
 and domestic educational reform (in which the integration of Japanese history and world history was
 a big issue), many theoretical and historiographical surveys and commentaries were publicized, in 
such fields as global, regional and national histories, and gender history. A course model is now on
 trial. We are now in a hurry to fix the publication plan, which had not been finalized within the 
term of this research.      
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
歴史愛好家、歴史認識問題にこだわる日々

との多さなどから見て、「日本人は歴史に関
心が強い」と言えるだろう。その日本の歴史
学界は、史料や理論を扱う際のきめの細かさ、
国内だけでなく世界の多くの地域の歴史の
専門家を擁する層の厚さの 2 点において、一
国の学界としては世界一のレベルをもつと
言って間違いないだろう。ところがその一方
で、現代日本社会では、受験用の暗記事項か
ら離れられない高校教育、「グランドセオリ
ー」喪失状況のもとでの細分化・断片化と「実
証」への埋没を続ける大学での専門研究など、
歴史の教育・研究のありかたへの批判・不信
感も、一般的な人文学無用論の枠を越えて強
まっているように見える。 
これに対する学界・教育界の危機感を背景

に、各地で新しい実践が試みられている。大
阪大学史学系でも、最新の歴史研究の成果と
現代社会の諸課題を踏まえて高校・大学など
の歴史教育の内容を再構築するため、高大連
携による研究・解説活動を続けてきた。大学
教養課程用の教科書『市民のための世界史』
（5 欄図書①）はその代表的な成果である。
しかしこうした新しい史実や歴史像は、マス
コミ・市民社会でも、教育界や学界でもなか
なか広まらない。換言すれば、従来通りの見
方で何がいけないのかが、なかなか理解され
ない。歴史の危機全体の理由でもあるのだが、
歴史の教育・研究の対象・方法や意義・目的
が見えにくくなっている現在の状況は、新し
い内容（史実や歴史像）を正確・適切に理解
することをも難しくしている。 
その背景には、佐藤正幸（連携研究者）が

つとに指摘しているように、日本の大学にお
ける歴史学部の不在と日本史・東洋史・西洋
史という 3つの専攻の分立のような制度的問
題が横たわっているのだが、そうした制度が
具体的な教育方法やカリキュラムのレベル
にどう影響しているかを見れば、真の意味の
入門講義や入門書（史学史や理論を教えるも
の）の不在が最大の問題であろう。教養課程
には歴史学のなんたるかを示す講義はほと
んどなく、専門課程では「史学概論」という
講義はあっても、それは「西洋の歴史哲学や
西洋史の潮流の紹介」でなければ「輪番で担
当した教員が自分の専門領域だけ語る」もの
であるケースが大半である。こうした日本の
大学の状況では、歴史の研究・教育の専門家
は歴史（学）全体を語れず、外部の人間は歴
史（学）全体を理解できないのも当然である。
この状況を変えねば、近年議論されている教
育改革なども実現は困難である。そのような
問題意識から、本研究は構想された。 

 
２．研究の目的 
 上述の問題意識にもとづき、本研究は歴史
学の入門講義のモデル作りと入門書の出版
を最終目標として立案された。それは内容的
には、西洋思想史・西洋史方法論の総合的紹

介（ヘロドトスに始まり E・H・カーで終わ
るタイプ）、あるいはマルクス主義、社会史、
歴史＝物語り論など特定の潮流を絶対視す
るといった、一般によく見られる入門とは一
線を画し、複雑化・細分化している歴史学の
全体をあえて鳥瞰ないし一覧しようとする。
しかもそれは、近代歴史学成立以来の歴史学
全体の対象・目的・方法などの変遷を概観す
るだけでなく、中等教育でも一般的に取り上
げられる政治史、経済史、文化史（宗教史・
思想史・芸術史・科学技術史…）などの伝統
的な領域から環境史・災害史やジェンダー史
など新しい領域までの、主要な下位領域ごと
の動向や特徴を網羅したものでなくてはな
らない。現在の歴史学がそれらを幅広く扱い、
中等教育の教科書にもそれらが書き込まれ
ることが増加している現在、そうした入門な
しに歴史学の全体像を理解したり、新しい歴
史教育を実践することはできない。 
 形式面では本研究は、歴史学の専門教育を
受ける学生はもちろん、歴史教員や他分野の
研究者とそれらの予備軍、さらに歴史に関心
をもつ市民が利用・理解できる入門講義・入
門書を目指した。それはもちろん個別テーマ
の入門の積み重ねの上に成り立つものであ
り、そのための多人数の協力による多くの研
究史整理と発表・講演等が必要である。ただ、
最終産物が数十巻の講座や、数百巻のブック
レットで、歴史学の全体像はあくまで読者が
自分で経験的に（学生であればゼミや研究会
での長期の修学を通じて）見つけださねばな
らないという伝統的な形態――そうした出
版物の良質なものは少なくない――にいき
なり直面しても、高校までは「細かい知識」
しか習っていないよう学生や専門外の人々
は、歴史学をうまく把握できるだろうか。本
研究ではその形態はとらず、最終産物として
はあくまで 1 科目（半年）の講義モデルと、
それに使う 1冊の入門書を目指すこととした。 
  
３．研究の方法 
①研究組織：従来も歴史教育について協力し
てきた大阪大学内外のメンバーを分担者・連
携研究者としたが、史学史・歴史理論の専門
家は大阪大学内に存在しないため、連携研究
者として岡本・佐藤・成田の 3 名のベテラン
を学外で依頼した。その中で、代表桃木と学
内の分担者である秋田・飯塚・堤に、日本史・
東洋史・西洋史の各分野から院生またはポス
ドク（特任研究員）を最低１名ずつ加えて事
務局を構成し、研究に関する企画・運営・広
報などの業務にあてた。また歴史学の入門に
必要な(a)歴史学全体の変遷、(b)史料と時間・
空間などの基本概念、(c)政治・外交・軍事史、
経済史・社会史、文化史、ジェンダー史、国
民国家、民衆運動、交通史、科学技術・環境
史など歴史学の主要下位領域について、代
表・分担者・連携研究者などの間でそれぞれ
分担を決めて、研究動向や史学史の取りまと
めにあたることとした。また、主要大学の史



学概論・歴史学入門などの内容調査も行った
（以上計画調書参照）。なお日本史と外国史
の関係などが途中で重要になったため、3 年
目から中村翼を分担者に加えたほか、高校教
員などの研究協力者に随時協力を仰いだ。 
②研究・解説活動 
 従来も高大連携活動の場として利用され
てきた大阪大学歴史教育研究会の月例会を
成果発表・討議の場とするほか、国内外の学
会（2015 年に設立された高大連携歴史教育研
究会など）や高大連携組織、高校教員の研究
組織その他にも積極的に参加し、成果の発
表・普及や討論をおこなおうとした。 
 計画開始当初は従来の成果とそこで残さ
れた課題を明確化するため、初年度から第 2
年度前半にかけて『市民のための世界史』の
連続合評会や、グローバルヒストリーを含む
従来の視点の再整理を行った。その後、第 2
年度後半から、本来の予定に従い分野ごとの
史学史的なまとめ・報告をおこなった。 
 ただし本研究は、2014 年秋に始まる中教審
の学校教育改革の審議（2018 年度には高校の
新学習指導要領も公布）など、教育改革をめ
ぐる外部の状況の影響を受けた。そのため、
たとえば初年度（2014 年度）後半以降に、当
時議論されていた高校日本史と世界史の統
合科目の新設－現在は、2022 年度からのスタ
ートが正式決定している－などに合わせて、
自国史と外国史・世界史の関係のありかたな
どのより深い検討が必要になった。また、入
試改革（2020 年度から実施）を含めて改革の
方向性が決まった最終年度（2017 年度）には、
そうした改革の内容の正確な把握が課題と
なった。これらの理由で全体の進行が当初計
画より遅れがちだったが、最終年度には具体
的な授業モデル、入門書などの構想をめぐる
討議に着手した。 
③授業への応用 
 教育に関するテーマを扱うものであるか
ら、本研究の成果は通常の論文や学会発表の
かたちだけでは十分でなく、授業その他での
試行が求められる。そこで学部・大学院の入
門講義にあたる「歴史学方法論講義」（特に
学部生を主対象とする「歴史研究の理論と方
法」）での応用を想定しながら研究を進め、
各年度の授業で可能な部分から応用と課題
の抽出を試みることとした。他大学の状況調
査とあわせて、大学の種類・状況に合わせた
応用法の議論も呼びかけることとした。 
 
４．研究成果 
①史学史・学界動向・大学状況のまとめ 
 5 欄にも見る通り、史料論・地域論や政治・
外交史、帝国史、経済史、交通史などのおな
じみの分野から、日本史と世界史の接続統合
（海域アジア史・東部ユーラシア史などの新
しい空間設定、それに中華世界・中華帝国に
ついての研究の新動向も踏まえた内容）、環
境史・科学技術史やジェンダー史、ポストモ
ダニズムを踏まえた歴史学のありかたに至

るまで、多くの分野で成果を得た。発信の対
象も、専門の学界とその予備軍、入門段階の
学部生や中等教員とその志望者、一般市民な
ど多様であった。あわせて、歴史教育改革の
現状や大阪大学の高大連携活動と授業改革
について紹介する図書、学会発表なども公表
した。代表者や中村翼を中心とする高校教員
向け解説・紹介活動は、歴史教育の目標・意
味、そこで問題になる諸概念および歴史的思
考・歴史叙述の構造とパターンなどに多く触
れた。そのほか、秋田茂を中心とするグロー
バルヒストリーや、小浜正子を中心とするジ
ェンダー史などの研究史総括は、特に系統的
に行われた。それらの一部は、新科目「歴史
総合」「世界史探究」「日本史探究」などの学
習指導要領にも、教えるべき内容と養うべき
「思考力・判断力・表現力」の両面で影響を
与えていると評価できる。 
他方、佐藤正幸・岡本充弘・成田龍一らが

指摘する歴史学の組織・方法や概念に関連し
た諸問題は、歴史教育の意義・方法に関する
高校現場の議論などとも関連づけながら、深
めるべき議論の方向性を示している。秋田・
桃木らも世界史と歴史学の全体に関するの
見直しに着手している（図書 7、9 など）。 
②国際的な発信・討議 
 アジア世界史学会（AAWH）では以前の各
大会でも高校教員を巻き込んだ活動を組織
してきたが、本研究でも 2015 年の第 3 回大
会（シンガポール）で、日本の教育改革と関
連したパネルを組むことができた。同学会の
電子ジャーナル ARWH への投稿が増加した
り、高校・大学双方の歴史教育をめぐる海外
の大学との協力が深まったのも大きな成果
である。それ以外でもメンバーそれぞれの担
当領域での国際交流がコンスタントに進展
したが、秋田の「アジア発のグローバルヒス
トリー」の方法論を高度な研究成果の例示と
あわせて普及する活動は、オックスフォード
はじめ、中国・韓国・インドなど数多く大学・
研究機関で歓迎されている。 
③授業モデルと入門書出版：残った課題 
 典型的な入門講義である上記「歴史研究の
理論と方法」に向けて、計画期間内各年度の
試行結果も踏まえながら、講義テーマのモデ
ルを作った。最初に歴史学の全体動向、基本
概念に関する講義群を置き、第 6 回以降に政
治史・経済史など個別領域、第 14 回では学
部から始まる研究の道筋を扱う（第 15 回は
まとめ）プランである。2018 年度春夏学期
の同講義は、この順で試行中である。上記の
歴史教育改革への対処などのため、このモデ
ル作成までで研究期間が終わり、執筆者選定
などを含む出版計画の具体化までたどり着
かなかったが、現在その詰めを急いでいる。
この出版も実現し、世界史像そのものを描い
た『市民のための世界史』とセットで読まれ
るようになれば、歴史教育と歴史学の入り口
のあり方が大きく変化するはずである。 
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